
 

 

 

 

                                   平成３０年 １月１９日 

                                 技術支援課普及指導室 

 

■ 向こう１ヶ月の気象予報（期間：１月 20 日～２月 19 日）（気象庁：H30.1.18 発表） 

  向こう１か月の平均気温は、低い確率６０％です。降水量は、平年並の確率４０％で

す。 

  特に、週明けから月末にかけて強い寒気の流れ込みにより、気温がかなり低く、群馬

県北部を中心に、平野部でも降雪量がかなり多くなる見込みです。 

 

■ 冬の大気の流れ（資料：東京管区気象台ＨＰより） 

  冬（12～2 月）は、大陸でシベリア高気圧が勢力を強め、太平洋北部ではアリューシ

ャン低気圧が発達して、西高東低の冬型の気圧配置となり、大陸からの寒気が流れ込み

ます。 

   一方、冬型の気圧配置が崩れ関東甲信地方の南岸を低気圧が通過する際には、平野部

では曇りや雨となりますが、寒気が強いときには雪となり、平成 26 年 2 月や平成 28 年

1 月のように『大雪』となることもありますので、農業用ハウスにおける事前・事後の

対策を徹底してください。 

   

 

 

 

 

 

 

図１ 冬の平年の大気の流れ        図２ 冬型の気圧配置（西高東低） 

農業用ハウスの大雪対策について！ 



■ 降雪前・降雪後のチェックを行いましょう 

 

 

■ パイプハウスの耐雪強度と積雪量 

一般的なパイプハウスの耐雪強度は１６～２１㎏／㎡（パイプ径２２～２５㎜の場合）程度と

言われています。 

 一方、実際の積雪による荷重は、雪質（湿った重い雪・乾いた軽い雪）や風によって大きく変

わります。特に「南岸低気圧」がもたらす関東地方の雪の場合、もともと比重が重いことに加え、

積雪後の降雨によりさらに荷重が重くなることから、２０㎝程度の積雪であっても耐雪強度を上

回ることが想定されています。 

 

■ 園芸施設共済への加入 

パイプハウス等園芸施設が倒壊等の被害を受けた場合、自力の再建は経営に大きな負担となり

ますので、経営リスクの軽減を図るためにも、園芸施設共済等に加入しましょう。 


